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ご略歴
1987年 産業医科大学医学部卒業、第二外科入局
1996年 北九州市立医療センター 呼吸器外科部長
1998年 釧路労災病院 外科部長
2000年 ベルギー Ludwig Cancer Research
2002年 産業医科大学医学部分子生物学 学内講師
2003年 産業医科大学病院第二外科学 講師
2009年 産業医科大学医学部第二外科学 准教授
2013年 飯塚病院 呼吸器腫瘍外科部長
2015年 新小倉病院 呼吸器センター長
2020年 北九州総合病院 呼吸器外科部長（現職）

所属学会
日本呼吸器外科学会 指導医 評議員
日本呼吸器内視鏡学会 専門医 指導医
日本外科学会 専門医 指導医
日本乳癌学会 乳腺専門医 指導医
日本胸部外科学会 認定医
日本がん治療認定医機構 暫定教育医 認定医
肺がんＣＴ検診認定機構 認定医

2020年10月23日（金）18：00～19：30

医学教育棟１階 E１１講義室

講演概要
がんの診断、治療はここ数年劇的に変化している。従来の手術、化学療法、
放射線治療に加え、バイオマーカーを探索して適応の可否を決定する個別
化医療が標準化している。肺癌診療においても、分子標的薬、免疫チェッ
クポイント阻害薬がファーストラインの治療として位置づけられている。これ
らの最新治療の背景には、多くの基礎的研究の蓄積があり、そして臨床応
用には種々の現場の工夫が必要である。
本講演では、大学病院での臨床研究や治療経験、またベルギーLudwig
癌研究所との交流及び基礎研究を紹介して、今後の肺がん治療の課題を
考察する。

主催：金沢医科大学呼吸器外科学 教授 浦本秀隆
共催：北信がんプロ ※ 本講演は北信がんプロe-learning科目の演習対象となります

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスク着用の上、ご参加ください

文部科学省多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン

超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成（北信がんプロ）


